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小野田セメント

浅野セメント

秩父セメント

持続可能な発展を目指して 
太平洋セメントグループは、事業活動を通じた社会課題の解決と 
その貢献を通じたグループの発展を目指します。

太平洋セメントグループの価値観

太平洋セメントグループは、 
持続可能な地球の未来を拓く先導役をめざし、 
経済の発展のみならず、環境への配慮、 
社会への貢献とも調和した事業活動を行います。 

● グループの総合力とカーボンニュートラル（CN）を 
    はじめとする革新的な技術を全世界に展開する。  
● 世界のセメント産業のリーダーとなる。  
● 人々の安全・安心な脱炭素・循環型社会を支える 
    企業グループになる。 

● 環太平洋においてグループの総合力を活かし 
　 プレゼンスを拡大する。  
● カーボンニュートラル実現と 
　 サーキュラーエコノミー実現に貢献する。  
● 持続的に成長する強靭な企業グループとなる。 

グループ 
経営理念 

（２００２年６月１１日制定）

２０５０年のありたい姿 

太平洋ビジョン２０３０ 

【当社のミッション】 
 

 国土強靭化のための重要資材供給 
 循環型経済形成のキープレイヤー 

 カーボンニュートラルへの着実な移行 
+ 

 ステークホルダーとのエンゲージメント 

革
新
技
術
を
世
界
へ

1998
秩父小野田

日本セメント

1947

1994

What's Taiheiyo Cement
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What's Taiheiyo Cement

太平洋セメントのDNA

太平洋セメントは環境への配慮とともに、
経済発展と社会インフラを支え続けています。

2020 （令和2年）〜

「カーボンニュートラル戦略2050」を
策定し、新たな成長戦略と位置づけた
革新技術の開発に取り組んでいます。

カーボンニュートラル
への取り組み強化

2010 （平成22年）〜

事業構造改革を断行し収益力の改善に
努めました。
災害廃棄物を受け入れ、被災地の早期
復興に協力しました。

構造改革による収益改善・ 
災害復興への協力

2000 （平成12年）〜

米国や中国の既存拠点に加えて東南
アジアへの投資を加速し、環太平洋で
のセメント事業を構築しました。

セメント事業の海外展開

1990 （平成2年）〜

国内需要がピークアウトする荒波の中、
1998年に当社が発足しました。収益
改善策として廃棄物リサイクル事業を
本格化しました。

太平洋セメントの誕生・
廃棄物処理の本格化

2001 2010 2020 2023
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（億円）

連結売上高推移

（年度）

国内セメント
海外セメント
その他

※  連結売上高は海外事業情報開示開始以降の数値を掲載しています
※  2004年度にセグメントの変更などを行っています
※  2021年度より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しています
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What's Taiheiyo Cement

太平洋セメントの強み　─ 競争優位の源泉 ─

太平洋セメントグループは、社会課題の解決に貢献するとともに、 
国内外の強固なサプライチェーンを通じて、 
高品質なセメント・石灰石を安定供給し続けることを社会的使命としています。

世界トップレベルの 
セメント製造・廃棄物リサイクル技術

　当社グループの国内セメント工場では、地域社会や他産業で発生する廃棄物・副産物に加え、自然災害などで発生
した災害廃棄物もセメントの原燃料として受け入れ、循環型経済形成や被災地の復旧など社会課題解決のために貢献
しています。廃棄物をリサイクルするために当社がもつ世界トップレベルの製造技術が活かされています。新たな廃棄
物を発生させることなく、規格に適合したセメントを製造します。

安全・安心な社会を支える 
セメント・石灰石のトップサプライヤー

　当社グループは、環太平洋においてグローバルに事業展開していますが、特に日本国内においては、長い歴史をも
つセメント・石灰石のトップサプライヤーです。セメント原料や生コンクリート用骨材などとなる石灰石を確保するた
め、１００年先を見据えた鉱山の強靭化を進めています。安全・安心な社会を支えるセメント製品や石灰石を安定供給し 
続けることが当社の企業使命です。

多様性に富んだ人的資本

　「人は企業にとって最大の資本」という考え方に基づき、人的資本経営を推進しています。ワークライフバランスや 
健康経営を推進しウェルビーイングな職場づくりに取り組んでいます。また、多様な人材の活躍が新たな企業価値の 
向上につながるとの思いから、ダイバーシティ&インクルージョンを推進するため、女性や障がい者などの雇用を含む
様々な施策を実施するほか、従業員一人ひとりの成長を促進するための人材育成を進めています。

環太平洋の成長市場を取り込んだ 
グローバルネットワーク

　これまでの成長投資の成果もあり、当社グループの売上高に占める海外比率は約４割に達しています。海外拠点
も主力の米国に加え、成長市場であるアジア・パシフィック地域にも展開しており、日本を含めた環太平洋に強固な 
サプライチェーンを構築しています。今後も成長市場を取り込んだ事業ポートフォリオ強化やトレーディング事業拡大
などにより、グローバルネットワークの一層の強化・拡充に注力します。

継続した成長投資を支える安定した財務基盤

　当社は、２３中期経営計画中の厳しい事業環境下でも成長投資を計画的に実行し、２６中期経営計画でも財務規律
を維持しながら成長投資を実行する予定です。これを支えるための財務戦略として、安定的な資金調達を行い、よ
り強固な財務基盤を構築します。なお、財務健全性が評価され、発行体格付は前年度より向上しました。（JCR/A＋、 
R&I/A）

（百万t）
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データ出典：Global Cement Report 15th

セメント消費量の推移

76



キルン

What's Taiheiyo Cement

セメントの社会的価値

土砂災害に
備えるセメント

災害復旧・復興を
支えるセメント

津波・高潮に
備えるセメント

移動・輸送の利便性を
向上させるセメント

スポーツ・文化の発展に
貢献するセメント

安全・安心な空間を
提供するセメント

社会インフラ・
生活環境整備に利用
・道路	 ・鉄道
・港湾	 ・橋梁
・トンネル	 ・住宅
・学校	 ・病院
・商業ビル	 ・ダム
・堤防	 ・護岸
・地下施設
など

つくる つかう

リサイクルする

国土強靭化のための重要資材供給

循環型経済形成のキープレイヤー

当社グループ受入量
（2023年度実績） 681万トン社会を支える重要資材としてのセメント

• �セメントは道路や橋、建物などの様々な社会インフラ
に使用されています。自然災害の多い日本では特に
安定供給は欠かせません。

• �当社グループは、国内外合わせて年間約3,000万
トンのセメント販売数量を誇り、環太平洋において 
安定供給体制を構築しています。

POINT

POINT
高温焼成で有害物質を完全に無害化
• �セメント工場では、大きな回転窯（キルン）を使

い約1,450℃の高温で焼成してセメントを製造
しています。

• �この高温での焼成により、廃棄物をセメントの
原燃料としてリサイクルすることができます。
なお、ダイオキシンも高温により分解されます。

POINT

セメント１トンをつくるのに廃棄物など400㎏以上使用
• �日本のセメント産業の廃棄物・副産物の使用量は、国内循環利用

量の約11%に相当します。
• �当社グループの国内工場では、地域社会や他産業で発生する 

廃棄物・副産物を代替原燃料として利用しています。セメント製造
1トンあたりに換算して400㎏以上に相当します。

社会を支えるセメント製品

社会から発生する 
廃棄物・副産物等

石灰石（主原料）

あつめる

セメント

太平洋セメントグループは、廃棄物などをリサイクルしてセメントを製造することで、 
廃棄物最終処分場延命などの「社会課題の解決」と「安全・安心な社会基盤の構築」に貢献しています。

廃棄物・副産物等 （代替原燃料）
　都市ごみ、ごみの焼却灰　
　上水･下水汚泥、各種産業廃棄物　
　建設発生土、石炭灰、高炉スラグ　など

太平洋セメントのすごいところ

セメント工場

98



石灰石（主原料）

廃棄物・副産物

都市ごみ焼却残さ
災害廃棄物
石炭灰・石膏
高炉スラグ
など

工業用石灰石
生コンクリート用骨材

工業用
石灰石

セメント・
セメント系固化材・
生コンクリート
など

セメント・セメント系固化材

建築土木工事
関連材料
コンクリート製品
地盤改良工事
補修・改修工事
など

石灰石鉱山

各産業セクター

各産業セクター

自治体・地域社会

鉄鋼・化学・製紙

自治体・地域社会

石炭火力発電所

原料サイロ

キルン セメントターミナル
（サービスステーション）

建築土木材料メーカー
（グループ会社）

建設事業者

コンクリート製品メーカー
（グループ会社）

コンクリート製品メーカー
環境事業

建材・建築土木事業

セメント事業

社会資源事業

原料・資材・製品の流れ
廃棄物・副産物の流れ

生コンクリートメーカー（グループ会社）

生コンクリートメーカー

工事会社
（グループ会社）

セメント事業
【国 内】

環境事業

資源事業

建材・建築土木
事業

セメント事業
【海 外】

生活系から産業系までの様々な廃棄
物・副産物を受け入れて、セメントの原
料や燃料にリサイクルしています。

石灰石鉱山を開発し、セメントの主原料
である石灰石や、生コンクリートやコン
クリート製品、土木の分野で用いられる
骨材などを採掘・供給しています。

幅広い用途に対応する各種セメントおよび
セメント系固化材の製造・販売をしています。

8つのグループ会社を中心に、セメントを主な原材
料として多種多様な建築土木材料を製造・販売し
ています。また、地盤改良や補修・改修工事な
ど、様々なユーザーニーズに対応しています。

年間受入量 681万トン
出荷および使用数量 77万トン

セメント生産量 2,723万トン

石灰石鉱山数
・国内： 13
・米国： 4
・アジア： 2

当社製品の年間販売数量（国内外）
・セメント： 2,958万トン
・セメント系固化材： 220万トン
・生コンクリート： 856万㎥  

グループ会社数
・建築土木材料メーカー： 3
・コンクリート製品メーカー： 2
・工事会社： 3

セメントターミナル数
・国内： 106
・米国： 20
・アジア： 6

主な製品・サービス
・プレミックス製品
・コンクリート混和材
・ALC（軽量気泡コンクリート）
・インターロッキングブロック
・地盤改良工事

生産拠点数
・国内： 9
・米国： 4
・アジア： 3

生産拠点 物流拠点

石灰石採掘量（国内）3,530万トン

What's Taiheiyo Cement

ビジネスモデル

安全・安心な社会基盤構築のための 
トータルソリューションを提供しています。

P.64~65 P.66~67

P.68~69

P.70~71

P.72~73

1110



ラスベガス

レディング

アンカレッジ

大連

南京 上海

香港

ハノイ

バンコク

ホーチミン

ラエ

シンガポール

ジャカルタ

台中
台北

高雄

ギソン

ニャチャン
セブ

モハベ

ストックトン

ロサンゼルス

サンディエゴ

太平洋セメントU.S.A.
太平洋水泥（中国）投資

太平洋セメント本社

太平洋シンガポール

オログランデ
リリトー

ポートランド

シアトル

［国内工場］
 上磯　（北海道）
 大船渡（岩手県）
 熊谷　（埼玉県）
 埼玉　（埼玉県）
 藤原　（三重県）
 大分　（大分県）
［グループ生産拠点］
 デイ・シイ社 （神奈川県）
 明星セメント社 （新潟県）
 敦賀セメント社 （福井県）

売上高（2023年度）
国内 海外 連結合計

5,345億円 3,517億円 8,863億円

セメント販売数量
国内 海外 合計

1,296万トン 1,662万トン 2,958万トン

財務資本
発行体格付 JCR 発行体格付 R&I

A+ A

What's Taiheiyo Cement

当社グループは、国内外に製造および物流拠点を展開し、 
セメント・資源製品の安定供給体制を構築しています。

● 持株会社
◆ セメント工場
◇◇ クリンカ粉砕工場
▲ 駐在員事務所
△△ セメントターミナル
○○ 事業子会社

※  �駐在員事務所所在地の子会社は 
記載を省略します

太平洋セメントグループのグローバルネットワーク

Asia / Pacificアジア・パシフィック

8.2%

売上高（2023年度 連結）

72,736百万円

8.8%

従業員数（2024年3月31日現在 連結）

1,105名
[男性] 923名

[女性] 182名

16.6%

クリンカ生産能力

4,440千トン

America米国

31.5%

売上高（2023年度 連結）

279,001百万円

25.7%

従業員数（2024年3月31日現在 連結）

3,225名
[男性]2,899名

[女性] 326名

19.7%

クリンカ生産能力

5,280千トン

Japan日本

60.3%

売上高（2023年度 連結）

534,537百万円

65.5%

従業員数（2024年3月31日現在 連結）

8,210名
[男性]7,066名

[女性]1,144名

63.7%

クリンカ生産能力

17,058千トン

営業利益

565億円

売上高
営業利益率

6.4%

ROE

8.2%

営業キャッシュ・ 
フロー

1,405億円

人的資本
従業員数（連結）

12,540名

廃棄物・副産物の原単位
（単体）

421.9kg/トン-セメント

廃棄物・副産物の処理量
（国内セメント9工場）

681万トン

石灰石採掘量 （国内）
セメント原料用・骨材・工業用

3,530万トン
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